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下層　腰長押
こ し な げ し

補修した腰長押を取り付けまし
た。

上層　野垂木
の だ る き

上層の屋根の下地となる野垂
木を取り付けました。

上層　野地板
の じ い た

野垂木の上に野地板を打ち付
けました。

ここの部材です
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品軒
しなのき

妻側の屋根の最上部に、銅板
の捨て張りをした上に、品軒と
いう部材を取り付けました。

　

大
おおとびら

扉

北側の大扉を吊り込みました。

構造補強　完了

最上層の鋼材が木部と繋が
れ、構造補強が完了しました。

最上層補強材

ここの部材です

品軒
しなのき

銅板
どうばん

捨
す

て張
ば

り

作成：（公財）文化財建造物保存技術協会　阿蘇神社一の神殿ほか５棟設計監理事務所＿_＿



R4.7月分工事報告

3ページ番号3

屋根工事

上層　軒付
のきづけ

　型
かた

取
ど

り

軒付の曲線部分の型取りを
行っています。銅板の継目が
美しく並ぶように、注意していま
す。

屋根工事

唐破風
か ら は ふ

　軒付　型取り

唐破風の軒付も型取りし、銅板
の継目の割付を行いました。

屋根工事
唐破風　軒付　材料加工

軒付に合わせて割り付けた型
紙は、すべて形状が異なりま
す。そのため、型紙に合わせ、
印をした後で、ハサミで一つず
つ切っていきます。

(公募写真)

上層柱

ここの部材です

ここの部材です

(公募写真)
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